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医
師
不
足
の
背
景
の
一
つ
は
、
医
師
が
 
 

過
剰
に
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
政
府
が
医
 
 

師
養
成
数
を
抑
制
し
て
き
た
こ
と
だ
。
 
 
 

⊥
9
7
0
年
代
、
「
一
県
一
医
大
」
 
 

構
想
で
、
医
学
部
の
な
か
っ
た
県
に
医
 
 

大
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
 
 

「
2
0
2
5
年
に
は
医
師
は
過
剰
に
な
 
 

る
」
と
し
て
、
⊥
9
9
0
年
代
に
医
学
 
 

部
定
島
国
は
8
％
削
減
さ
れ
た
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
医
師
不
足
が
 
 

顕
在
化
し
た
た
め
、
政
府
は
来
年
度
か
 
 

ら
、
全
国
の
医
学
部
定
員
（
現
行
7
8
 
 

7
3
人
）
を
増
や
す
方
針
を
打
ち
出
し
 
 

た
。
文
部
科
学
省
に
よ
る
と
、
2
0
0
 
 

9
年
度
の
入
学
定
員
は
過
去
最
大
の
8
 
 

6
4
5
人
程
度
に
な
る
見
通
し
だ
。
 
 
 

そ
れ
で
も
、
日
本
は
、
人
口
⊥
0
0
 
 

0
人
当
た
り
医
師
数
が
2
・
2
人
と
、
 
 

O
E
C
D
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
加
 
 

○
医
師
養
成
数
を
O
E
C
D
並
み
に
 
 

盟
国
平
均
の
3
人
に
比
べ
少
な
い
。
医
 
 

師
不
足
を
解
消
す
る
に
は
、
さ
ら
な
る
 
 

大
幅
増
が
必
要
だ
。
 
 
 

厚
生
労
働
省
の
「
安
心
と
希
望
の
医
 
 

療
確
保
ビ
ジ
ョ
ン
」
検
討
会
は
、
医
学
 
 

部
定
員
を
現
在
の
⊥
・
5
倍
に
増
や
す
 
 

方
針
を
打
ち
出
し
た
。
 
 
 

た
だ
、
一
気
に
こ
れ
だ
け
増
員
す
る
 
 

に
は
不
安
材
料
も
多
い
。
指
導
す
る
教
 
 

員
が
十
分
で
な
い
う
え
、
入
学
す
る
学
 
 

生
の
質
が
低
下
す
る
恐
れ
も
あ
る
。
 
 
 

医
師
一
人
の
養
成
に
約
⊥
億
円
か
か
 
 

る
と
言
わ
れ
、
育
成
に
は
巨
額
の
資
金
 
 

が
必
要
だ
。
医
師
が
増
え
た
分
、
医
療
 
 

の
供
給
が
増
え
、
医
療
費
も
膨
ら
む
。
 
 
 

現
実
的
に
は
当
面
、
英
米
（
人
口
⊥
 
 

0
0
0
人
当
た
り
の
医
師
数
2
・
4
～
 
 

2
・
5
人
）
並
み
の
医
師
数
を
実
現
す
 
 

る
た
め
、
医
学
部
定
員
を
2
割
程
度
増
 
 

や
し
て
、
⊥
学
年
⊥
万
人
と
す
る
こ
と
 
 

が
妥
当
だ
。
地
域
医
療
に
携
わ
る
学
生
 
 

を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
医
大
の
入
学
 
 

定
員
の
地
元
枠
も
拡
充
す
る
。
 
 
 

こ
の
医
学
部
定
員
の
増
員
に
よ
り
、
 
 

医
師
総
数
は
2
0
2
5
年
に
は
現
在
よ
 
 

り
2
割
増
え
て
約
3
4
万
人
と
な
る
。
 
 
 

そ
の
う
え
で
、
広
い
視
野
を
持
つ
優
 
 

れ
た
医
師
を
養
成
す
る
に
は
、
高
校
卒
 
 

業
後
に
医
学
部
に
進
む
現
在
の
コ
ー
ス
 
 

と
は
別
に
、
米
国
の
よ
う
に
、
一
般
学
 
 

部
卒
業
後
に
医
学
専
門
課
程
に
進
む
メ
 
 

デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
（
大
学
院
大
学
）
 
 

の
創
設
も
検
討
す
べ
き
だ
。
 
 

国  医学部入学定見   
医師を養成する大学医学部・医科大学は、  
全国に国公立が51校、私立29校の計80  
校ある。定員は各校とも1学年100人前  

後。文部科学省などによると、全国の入  
学定員の合計が最も多かったのは1982  
年度で、8360人だったが、2007年度  
には7705人にまで減った。  
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○
医
局
に
代
わ
る
 
 
 

医
師
配
置
機
関
を
創
設
 
 
 

教授が医師の  

派遣先を決定  

「一「  
「「  

こ‾「・・  
！－－ r ‾ 「…          】  
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き  
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研修先を自由に  

選べるようになり、  
地方の医師不足が顕在化  

単
に
医
師
の
数
を
増
や
し
て
も
、
医
 
 

師
が
勤
務
す
る
診
療
科
や
地
域
を
自
由
 
 

に
選
べ
る
今
の
制
度
の
ま
ま
で
は
、
医
 
 

師
不
足
・
偏
在
は
解
消
さ
れ
な
い
。
国
 
 

は
、
自
治
体
や
関
係
学
会
、
医
師
会
な
 
 

ど
と
も
協
議
し
、
医
師
不
足
の
地
域
、
 
 

診
療
科
の
状
況
も
考
慮
し
た
う
え
で
、
 
 

各
都
道
府
県
、
診
療
科
別
に
必
要
な
医
 
 

師
数
を
決
め
る
べ
き
だ
。
 
 
 

医
師
配
置
は
従
来
、
主
に
大
学
医
局
 
 

に
任
さ
れ
て
き
た
。
教
授
が
医
局
員
の
 
 

人
事
権
を
一
手
に
握
り
、
派
遣
先
の
病
 
 

地域・診療科ごとに  

必要数（定員）を定め  

適正配置  

院
長
と
の
個
別
の
話
し
合
い
で
決
め
ら
 
 

れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
教
授
の
一
存
 
 

で
医
師
派
遣
や
引
き
揚
げ
が
決
ま
る
な
 
 

ど
、
密
室
性
が
否
め
な
か
っ
た
。
 
 
 

だ
が
、
2
0
0
4
年
度
に
始
ま
っ
た
 
 

新
た
な
臨
床
研
修
制
度
に
よ
り
、
大
学
 
 
 

倒 産科○人、  
外科○人、皮膚科○人  

▲ ミニミ1一  

外科○人、内科○人  

瓦紅  自治体  医師会  
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を
離
れ
る
新
人
医
師
が
続
出
し
、
医
局
 
 

に
よ
る
医
師
配
置
シ
ス
テ
ム
は
崩
壊
し
 
 

た
。
医
局
に
代
わ
る
医
師
派
遣
機
関
が
 
 

必
要
だ
。
 
 
 

2
0
0
7
年
の
医
療
法
改
正
で
、
都
 
 

道
府
県
に
は
、
大
学
、
地
域
の
基
幹
病
 
 

院
、
自
治
体
、
医
師
会
な
ど
を
主
要
構
 
 

成
員
と
す
る
「
地
域
医
療
対
策
協
議
会
」
 
 

の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
 
 

れ
を
母
体
と
し
て
、
県
内
の
病
院
、
診
 
 

療
科
に
医
師
を
計
画
的
に
配
置
す
る
第
 
 

大
小
の
島
々
が
、
棄
し
い
景
観
を
織
 
 

り
な
す
長
崎
県
・
五
島
列
島
。
北
部
の
 
 

島
に
あ
る
上
五
島
病
院
に
勤
務
す
る
内
 
 

科
医
、
栗
村
真
由
美
さ
ん
（
3
2
）
の
一
 
 

日
は
、
午
前
7
時
半
、
受
け
持
ち
患
者
 
 

約
1
5
人
の
回
診
か
ら
始
ま
る
。
 
 
 

午
後
は
軽
自
動
車
を
走
ら
せ
往
診
す
 
 

る
。
こ
の
日
は
3
軒
の
患
者
宅
を
回
り
、
 
 

話
し
込
ん
だ
。
 
 
 

地
域
医
療
に
関
心
が
あ
っ
た
栗
村
さ
 
 

ん
は
、
千
葉
大
医
学
部
4
年
生
の
時
、
 
 

掲
示
板
で
長
崎
県
の
「
奨
学
生
募
集
」
 
 

の
告
知
を
目
に
し
、
応
募
し
た
。
3
年
 
 

奨
学
金
受
け
、
 
 
 

離
島
勤
務
4
年
半
 
 

三
者
機
関
を
設
立
す
る
べ
き
だ
。
 
 
 

第
三
者
機
関
は
、
地
域
・
診
療
科
ご
 
 

と
に
医
師
の
必
要
数
（
定
員
）
を
定
め
、
 
 

配
置
す
る
。
保
険
医
と
し
て
働
く
医
師
 
 

は
原
則
と
し
て
、
い
ず
れ
か
の
都
道
府
 
 

県
の
第
三
者
機
関
に
登
録
す
る
こ
と
と
 
 

す
る
。
 
 
 

た
だ
、
現
在
の
地
域
医
療
対
策
協
議
 
 

会
の
活
動
は
不
十
分
だ
。
読
売
新
聞
社
 
 

が
4
7
都
道
府
県
の
地
域
医
療
対
策
協
議
 
 

会
に
対
し
て
8
月
、
実
施
し
た
ア
ン
ケ
 
 

間
、
計
約
3
8
0
万
円
の
奨
学
金
を
受
 
 

け
、
1
・
5
倍
の
期
間
に
あ
た
る
4
年
 
 

半
の
離
島
勤
務
が
責
務
づ
け
ら
れ
た
。
 
 
 

島
に
赴
任
後
、
体
力
が
衰
え
ふ
せ
っ
 
 

て
い
た
旧
家
の
8
0
歳
代
の
お
年
寄
り
を
 
 

半
年
間
、
休
み
返
上
で
往
診
し
た
。
妻
 
 

や
3
人
の
娘
に
囲
ま
れ
、
「
お
れ
は
一
 
 

番
の
幸
せ
者
」
と
言
っ
て
亡
く
な
っ
た
 
 

姿
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
 
 
 

様
々
な
患
者
に
接
す
る
う
ち
、
「
も
 
 

っ
と
こ
の
島
で
学
び
た
い
」
と
思
っ
た
。
 
 

今
月
、
責
務
年
限
を
終
え
る
が
、
島
に
 
 

残
る
つ
も
り
だ
。
 
 
 

ー
ト
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
県
内
で
 
 

の
医
師
の
派
遣
調
整
を
行
っ
た
実
績
が
 
 

あ
る
と
答
え
た
の
は
、
8
自
治
体
 
 

（
1
7
％
）
に
と
ど
ま
っ
た
。
 
 
 

そ
れ
で
も
、
新
た
な
動
き
も
出
て
き
 
 

た
。
広
島
県
で
は
、
広
島
大
学
と
県
医
 
 

師
会
、
行
政
が
、
医
療
体
制
な
ど
に
つ
 
 

い
て
話
し
合
う
協
議
会
を
設
置
。
産
 
 

科
・
小
児
科
の
危
機
が
深
刻
に
な
っ
た
 
 

2
0
0
7
年
、
病
院
・
医
師
の
集
約
化
 
 

の
方
針
を
決
め
、
産
科
医
不
足
に
あ
え
 
 

7
5
の
有
人
島
を
抱
え
る
同
県
は
4
0
年
 
 

前
か
ら
、
奨
学
金
制
度
を
設
け
、
離
島
 
 

医
療
を
担
う
1
7
0
人
以
上
の
医
師
を
 
 

育
て
た
。
一
定
期
間
勤
務
す
る
と
、
1
 
 

年
間
、
専
門
病
院
で
研
修
を
受
け
る
こ
 
 

と
も
で
き
る
。
上
五
島
病
院
で
は
、
常
 
 

勤
医
1
9
人
の
う
ち
1
1
人
が
県
の
制
度
な
 
 

ど
を
利
用
し
た
医
師
だ
。
 
 
 

「
『
専
門
的
な
技
術
も
磨
き
た
い
』
 
 

な
ど
、
若
い
医
師
の
希
望
に
応
え
る
仕
 
 

組
み
を
つ
＜
っ
て
き
た
。
長
崎
大
か
ら
 
 

の
医
師
派
遣
な
ど
と
あ
わ
せ
、
少
な
い
 
 

人
数
で
島
の
医
療
を
亨
え
て
い
る
」
。
 
 

県
の
医
師
養
成
制
度
の
第
1
期
生
で
、
 
 

県
庁
の
医
療
政
策
担
当
部
に
勤
務
す
る
 
 

向
原
茂
明
医
師
は
そ
う
話
し
た
。
 
 

ぐ
呉
地
域
で
、
3
病
院
に
分
散
し
て
い
 
 

た
産
科
医
を
2
病
院
に
集
め
た
。
 
 
 

大
学
側
に
も
、
医
局
の
弊
害
を
な
く
 
 

し
、
開
か
れ
た
人
事
の
仕
組
み
を
作
る
 
 

動
き
が
あ
る
。
 
 
 

京
都
大
の
消
化
管
な
ど
外
科
系
3
診
 
 

療
科
が
合
同
で
2
0
0
6
年
、
医
局
に
 
 

代
わ
る
組
織
と
し
て
、
「
京
都
大
学
外
 
 

科
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
作
っ
た
。
大
学
 
 

か
ら
医
師
派
遣
を
受
け
る
関
連
病
院
の
 
 

院
長
が
理
事
長
を
務
め
る
。
京
大
以
外
 
 

の
出
身
者
を
含
む
約
5
5
0
人
の
外
科
 
 

医
が
所
属
し
、
東
海
か
ら
中
国
地
方
ま
 
 

で
の
6
1
医
療
機
関
と
連
携
し
て
い
る
。
 
 
 

医
師
は
年
2
回
、
異
動
希
望
調
査
票
 
 

を
提
出
。
セ
ン
タ
ー
が
関
連
病
院
の
求
 
 

人
と
照
ら
し
合
わ
せ
調
整
す
る
。
兵
庫
 
 

県
の
病
院
に
今
年
4
月
、
派
遣
さ
れ
た
 
 

外
科
医
（
3
9
）
は
「
人
事
が
わ
か
り
や
 
 

す
く
な
り
、
希
望
も
言
い
や
す
い
」
と
 
 

話
す
。
 
 

往診先の家族（右）と話す栗村医師（中央、長崎県新上五島町で）  
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女
性
は
医
師
の
1
7
％
を
占
め
、
2
0
 
 

0
8
年
度
に
は
医
師
国
家
試
験
合
格
者
 
 

の
3
5
％
に
上
っ
た
。
し
か
し
、
結
婚
・
 
 

出
産
で
離
職
す
る
女
性
医
師
も
多
く
、
 
 

残
っ
た
医
師
の
勤
務
の
負
担
増
に
つ
な
 
 

が
っ
て
い
る
。
 
 
 

産
婦
人
科
で
は
、
2
0
歳
代
医
師
の
 
 

7
0
％
、
3
0
歳
代
で
5
0
％
を
女
性
が
占
め
 
 

る
。
と
こ
ろ
が
、
3
0
歳
代
半
ば
に
な
る
 
 

ぷ
ん
ペ
ん
 
 

と
、
半
数
が
分
娩
の
仕
事
か
ら
離
れ
、
 
 

産
科
医
不
足
の
要
因
に
も
な
っ
て
い
 
 

る
。
育
児
の
時
間
が
と
れ
な
い
な
ど
、
 
 

女
性
医
師
が
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
体
制
 
 

が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
最
大
の
原
因
 
 

だ
。
 
 
 

大
阪
厚
生
年
金
病
院
（
大
阪
市
）
で
 
 

は
、
産
婦
人
科
医
1
0
人
の
う
ち
女
性
は
 
 

6
人
。
う
ち
3
人
が
幼
い
子
を
育
て
て
 
 

い
る
。
3
年
の
育
児
休
暇
中
は
、
勤
務
 
 

時
間
を
自
由
に
設
定
で
き
る
。
患
者
を
 
 

複
数
の
医
師
が
診
る
た
め
、
患
者
の
容
 
 

体
が
急
変
し
て
も
他
の
医
師
に
託
し
て
 
 

午
後
5
時
半
に
は
帰
宅
が
可
能
だ
。
 
 
 

医
師
と
同
様
、
勤
務
の
厳
し
さ
や
待
 
 

○
女
性
医
師
・
看
護
師
が
 
 
 

働
き
や
す
い
環
境
に
 
 

遇
の
低
さ
か
ら
職
場
を
離
れ
る
看
護
師
 
 

も
多
い
。
 
 
 

約
⊥
8
0
万
人
の
看
護
師
の
う
ち
、
 
 

実
際
に
仕
事
に
つ
い
て
い
る
の
は
⊥
2
 
 

5
万
人
。
資
格
を
持
ち
な
が
ら
医
療
現
 
 

場
で
働
い
て
い
な
い
潜
在
看
護
師
は
5
5
 
 

万
人
起
と
み
ら
れ
る
。
離
職
率
が
年
約
 
 

1
3
％
と
高
い
た
め
で
、
待
遇
改
善
が
欠
 
 

か
せ
な
い
。
 
 
 

杏
林
大
病
院
（
東
京
二
二
鷹
市
）
は
、
 
 

看
護
職
員
の
子
ど
も
が
小
学
3
年
生
に
 
 

な
る
ま
で
、
3
0
分
単
位
で
⊥
日
3
時
間
 
 

ま
で
の
時
短
勤
務
を
制
度
化
。
が
ん
、
 
 

小
児
な
ど
の
専
門
看
護
師
に
な
る
た
め
 
 

の
研
修
受
講
な
ど
に
も
力
を
入
れ
る
。
 
 

0
3
年
度
に
1
5
％
だ
っ
た
離
職
率
は
、
昨
 
 

年
度
‖
・
6
％
に
低
下
し
た
。
 
 
 

女
性
医
師
や
看
護
師
が
働
き
続
け
る
 
 

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
育
所
の
拡
充
、
 
 

時
差
出
勤
、
複
数
の
医
師
が
勤
務
を
調
 
 

整
す
る
ジ
ョ
ブ
シ
ェ
ア
な
ど
を
進
め
る
 
 

べ
き
だ
。
 
 
 

病
院
が
運
営
す
る
「
ぽ
っ
か
ぽ
か
園
」
 
 

は
、
医
師
や
看
護
師
ら
職
員
の
3
歳
ま
 
 

で
の
乳
幼
児
を
2
4
時
間
体
制
で
預
か
 
 

る
。
保
育
士
を
1
7
人
に
増
員
、
現
在
4
2
 
 

人
が
利
用
し
て
い
る
。
 
 
 

木
村
さ
ん
は
普
段
、
息
子
を
午
前
9
 
 

暗
か
ら
午
後
5
時
ま
で
預
け
て
い
る
。
 
 

送
り
迎
え
は
夫
の
両
親
に
お
願
い
し
て
 
 

い
る
が
、
家
族
に
は
な
る
べ
く
負
担
を
 
 

か
け
た
＜
な
い
。
勤
務
シ
フ
ト
に
合
わ
 
 

せ
、
日
曜
や
祝
日
、
夜
間
に
家
族
が
面
 
 

「
良
い
子
に
し
て
た
か
な
」
。
福
井
県
済
生
会
病
院
 
 

に
勤
務
す
る
外
科
医
・
木
村
雅
代
さ
ん
（
”
じ
が
、
 
 

病
院
内
の
保
育
所
「
ぽ
っ
か
ぽ
か
園
」
に
息
子
（
2
）
 
 

を
迎
え
に
来
た
。
 
 
 

木
村
さ
ん
は
研
修
医
時
代
に
妊
娠
、
出
産
し
た
。
 
 

「
外
科
医
と
し
て
、
手
術
か
ら
長
期
間
遠
ざ
か
る
の
は
 
 

不
安
」
と
、
産
後
4
か
月
で
職
場
復
帰
。
今
は
月
1
 
 

回
の
当
直
に
加
え
、
月
5
回
の
自
宅
待
機
日
に
も
数
 
 

回
、
夜
中
に
呼
び
出
さ
れ
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
け
 
 

る
の
は
、
同
居
す
る
夫
の
両
親
と
、
「
ぽ
っ
か
ぽ
か
園
」
 
 

の
お
か
げ
だ
。
 
 

産
後
4
か
月
、
 
 
 

フ
ル
タ
イ
ム
復
帰
 
 

倒
を
見
ら
れ
な
い
暗
も
預
け
ら
れ
る
の
が
魅
力
だ
。
 
 
 

別
の
病
院
で
働
＜
女
性
医
師
か
ら
は
、
「
子
供
が
熱
 
 

を
出
す
と
、
勤
務
中
で
も
、
す
ぐ
迎
え
に
い
か
な
け
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
っ
た
嘆
き
を
耳
に
す
る
。
木
 
 

村
さ
ん
は
「
近
く
に
い
る
と
安
心
だ
し
、
病
院
に
併
 
 

設
さ
れ
て
い
る
の
で
、
風
邪
な
ど
の
暗
も
預
か
っ
て
 
 

も
ら
え
る
の
で
、
あ
り
が
た
い
」
と
言
う
。
 
 
 

同
病
院
は
「
職
員
が
疲
弊
し
て
は
、
患
者
さ
ん
に
 
 

も
満
足
を
与
え
ら
れ
な
い
。
職
員
の
8
割
を
占
め
る
 
 

女
性
の
働
き
や
す
い
職
場
作
り
は
重
要
」
と
し
て
い
 
 

る
。
 
 

息子を迎えに来た木村雅代医師（右、福井県済生会  

病院で）   
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医師の仕事を分担する職種と  

主な役割  
麻
酔
科
医
が
不
足
し
、
手
術
に
数
か
月
 
 

待
ち
と
い
っ
た
事
態
を
招
い
て
い
る
。
 
 
 

麻
酔
科
医
は
全
国
に
約
6
0
0
0
人
 
 

い
る
。
だ
が
、
①
高
齢
化
で
高
齢
者
の
手
 
 

術
が
急
増
、
全
身
麻
酔
の
件
数
が
過
去
1
0
 
 

年
余
り
で
5
割
近
く
増
え
た
②
痛
み
を
 
 

と
る
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
麻
酔
科
 
 

医
の
業
務
が
広
が
っ
た
ー
こ
と
な
ど
 
 

か
ら
、
麻
酔
科
医
不
足
が
表
面
化
し
た
。
 
 
 

○
麻
酔
医
不
足
解
消
に
 
 
 

歯
科
医
が
協
力
 
 

匡
医
臣
監
藍
 
 
 

資格は歯科医師だが、麻酔や  
全身管理を専門にしている  

薬の専門家として、調剤や患  
者の服薬指導などを行う  

患者の看護にあたる。米国で  
は診療、麻酔などの専門も  

お産の介助などにあたる  

健診や健康指導などを行う  

病院食の献立作りや食事指  
導を行う   

エックス線の検査などを行う  

血液検査をはじめとした各種  
検査を行う  

人工心肺など生命維持装置  
の操作、管理を行う  

身体機能のリハビリテーショ  
ン訓練を担う  

日常生活や作業のリハビリ  
テーション訓練を担う  

言葉のリハビリテーション訓  
練を担う  

医療費や福祉面での相談に  
乗る。ソーシャルワーカー  

精神科患者へのソーシャル  
ワーカーとして働く  

カウンセリングなどを行う  

外来事務、書類作成などを行う  

約
9
万
7
0
0
0
人
い
る
歯
科
医
師
 
 

－
し
■
つ
く
l
つ
 
 

の
中
に
は
、
口
の
が
ん
な
ど
口
腔
外
科
 
 

の
手
術
で
全
身
麻
酔
を
行
う
「
歯
科
麻
 
 

酔
医
」
が
約
⊥
0
0
0
人
い
る
。
一
定
 
 

の
研
修
を
終
え
た
後
、
麻
酔
科
専
門
医
 
 

の
い
る
基
幹
病
院
で
手
術
麻
酔
に
従
事
 
 

で
き
る
よ
う
に
し
、
麻
酔
医
不
足
解
消
 
 

に
役
立
て
る
べ
き
だ
。
 
 
 

西
日
本
の
あ
る
病
院
で
は
、
歯
科
医
 
 師

が
麻
酔
科
に
所
属
し
て
い
る
。
大
学
 
 

病
院
で
⊥
年
半
の
医
科
麻
酔
の
研
修
を
 
 

受
け
た
後
、
年
2
0
0
～
3
0
0
件
の
 
 

麻
酔
を
担
当
し
て
き
た
。
 
 
 

た
だ
、
東
京
都
内
の
病
院
で
2
0
0
 
 

7
年
、
歯
科
麻
酔
の
研
修
医
が
患
者
に
 
 

説
明
せ
ず
手
術
麻
酔
を
か
け
て
い
た
こ
 
 

と
が
問
題
に
な
り
、
現
在
は
麻
酔
記
録
 
 

の
記
入
な
ど
補
助
に
回
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
西
日
本
の
病
院
長
は
「
医
科
の
 
 

手
術
麻
酔
の
訓
練
を
受
け
て
麻
酔
医
と
 
 

変
わ
ら
な
い
技
量
を
持
っ
て
い
る
な
 
 

ら
、
歯
科
麻
酔
医
が
一
定
の
研
修
後
、
 
 

医
科
麻
酔
を
行
っ
て
も
問
題
な
い
の
で
 
 

は
な
い
か
」
と
話
す
。
 
 

医
師
に
は
、
本
来
の
診
療
以
外
に
書
 
 

類
作
成
な
ど
の
業
務
が
集
中
し
て
い
る
 
 

こ
と
が
、
過
重
労
働
や
離
職
の
原
因
と
な
 
 

っ
て
い
る
。
医
師
以
外
の
職
種
で
も
実
行
 
 

で
き
る
業
務
の
権
限
移
譲
を
進
め
、
医
 
 

師
の
負
担
軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
 

患
者
の
自
宅
へ
の
訪
問
看
護
や
介
護
 
 

施
設
な
ど
で
、
医
師
に
代
わ
り
簡
単
な
 
 

薬
の
処
方
な
ど
の
診
療
を
し
た
り
、
麻
 
 

酔
科
医
の
指
示
の
も
と
で
手
術
患
者
の
 
 

管
理
に
あ
た
っ
た
り
す
る
専
門
看
護
師
 
 

を
育
成
す
る
た
め
、
研
修
を
進
め
る
べ
 
 

き
だ
。
 
 
 

米
国
で
は
、
軽
症
患
者
ら
の
診
察
や
 
 

薬
の
処
方
を
行
う
看
護
師
「
ナ
ー
ス
プ
 
 

ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
（
診
療
看
護
師
）
」
 
 

が
、
在
宅
や
病
院
外
来
の
一
部
を
担
っ
 
 

て
い
る
。
大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
は
 
 

2
0
0
8
年
度
、
こ
の
診
療
看
護
師
養
 
 

成
の
大
学
院
講
座
を
開
設
。
介
護
施
設
 
 

や
在
宅
な
ど
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
 
 

る
。
こ
う
し
た
専
門
資
格
を
持
つ
看
護
 
 

師
ら
に
つ
い
て
は
、
給
与
を
引
き
上
げ
 
 

る
べ
き
だ
。
 
 
 

○
看
護
師
ら
に
 
 
 

医
師
業
務
の
－
部
を
移
す
 
 

医
師
の
事
務
作
業
を
助
け
る
医
療
秘
 
 

書
団
を
導
入
す
る
病
院
も
増
え
て
い
る
。
 
 
 

済
生
会
栗
橋
病
院
（
埼
玉
県
栗
橋
町
）
 
 

に
は
、
外
来
の
予
約
な
ど
を
行
う
外
来
 
 

担
当
、
書
類
を
作
る
文
書
作
成
担
当
の
 
 

計
‖
人
の
医
療
秘
書
が
い
る
。
本
田
宏
 
 

副
院
長
は
「
医
師
が
患
者
に
説
明
す
る
 
 

時
間
が
以
前
よ
り
取
れ
る
よ
う
に
な
 
 

り
、
患
者
満
足
度
の
向
上
に
も
つ
な
が
 
 

っ
て
い
る
」
と
話
す
。
 
 
 

医
療
秘
書
の
人
件
費
が
賄
え
る
よ
 
 

う
、
診
療
報
酬
を
さ
ら
に
手
厚
く
す
る
 
 

こ
と
も
必
要
だ
。
 
 

団医療秘書  
診断書など文書の作成の補助をはじめ」医師の  
事務作業を肩代わりする。2008年度から、救  
急病院などで、医師の指示で診断書作成の補助  
やカルテの代行入力を行う専従事務員を配置し  
た場合、病床当たりの人数によって、入院患者  
1人につき1050円～3550円が言今療報酬に加  
算されるようになった。  
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病
院
の
医
師
が
過
重
な
勤
務
を
強
い
 
 

ら
れ
て
い
る
背
景
の
一
つ
は
、
わ
が
国
 
 

は
人
口
⊥
0
0
0
人
当
た
り
の
病
床
数
 
 

が
1
4
床
あ
り
、
英
米
の
3
～
4
倍
と
極
 
 

め
て
多
い
こ
と
だ
。
⊥
人
の
医
師
が
診
 
 

な
く
て
は
な
ら
な
い
患
者
数
が
多
く
、
 
 

過
酷
な
勤
務
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
 
 
 

同
じ
地
域
に
似
た
よ
う
な
診
療
分
野
 
 

規
模
を
持
つ
病
院
が
競
合
す
る
な
ど
、
 
 

病
床
が
過
剰
と
な
っ
て
い
る
地
域
の
病
 
 

院
を
集
約
し
、
医
師
を
拠
点
病
院
に
集
 
 

め
て
、
勤
務
条
件
を
改
善
す
る
べ
き
だ
。
 
 
 

先
端
的
な
医
療
技
術
を
研
究
す
る
大
 
 

学
や
国
立
の
基
幹
病
院
、
が
ん
・
心
臓
 
 

病
な
ど
の
高
度
医
療
を
行
う
専
門
病
院
、
 
 

一
般
的
な
病
気
を
診
療
す
る
病
院
、
慢
性
 
 

的
な
病
気
で
長
期
入
院
が
必
要
な
高
齢
 
 

者
ら
を
受
け
入
れ
る
病
院
な
ど
に
、
役
 
 

割
分
担
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
 
 

○
病
院
を
集
約
し
、
 
 
 

機
能
を
充
実
さ
せ
よ
う
 
 

辞
d
瀾
間
…
浣
…
甘
崩
封
蕃
に
雪
崩
痛
風
ほ
濃
珊
割
講
飽
凰
持
場
閣
虜
聞
二
．
…
 
 

そ
の
う
え
で
、
患
者
の
症
状
に
応
じ
た
適
 
 

切
な
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
ら
れ
る
 
 

よ
う
連
携
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
 

人
口
約
7
0
万
人
の
地
域
に
、
4
0
0
 
 

～
8
0
0
床
規
模
の
基
幹
病
院
が
6
施
 
 

設
あ
る
熊
本
市
。
こ
れ
ら
の
病
院
が
、
 
 

脳
外
科
、
循
環
器
、
救
急
な
ど
得
意
な
 
 

分
野
を
分
担
す
る
こ
と
で
、
効
率
化
を
 
 

図
っ
て
い
る
。
 
 

し
ゅ
よ
う
 
 
 

同
じ
脳
の
病
気
で
も
、
脳
腫
瘍
は
熊
 
 

本
大
学
病
院
が
主
に
受
け
持
つ
一
方
、
 
 

済
生
会
熊
本
病
院
は
、
脳
卒
中
患
者
を
 
 

多
く
診
る
。
小
児
救
急
な
ら
熊
本
赤
十
 
 

字
病
院
、
熊
本
市
民
病
院
は
出
産
に
ま
 
 

つ
わ
る
周
崖
斯
医
療
と
い
っ
た
異
A
鼻
」
。
 
 
 

医
師
を
派
遣
す
る
熊
本
大
が
、
病
院
 
 

ご
と
に
重
点
的
な
医
師
配
置
を
行
い
、
 
 

役
割
分
担
が
で
き
あ
が
っ
た
。
須
古
博
 
 

信
・
済
生
会
熊
本
病
院
院
長
は
「
集
約
 
 
 

化
す
る
こ
と
で
、
症
例
数
が
増
え
て
医
 
 

療
チ
ー
ム
の
経
験
が
蓄
積
さ
れ
、
医
療
 
 

の
質
向
上
に
も
つ
な
が
る
」
と
話
す
。
 
 ○
入
院
は
病
院
、
外
来
は
開
業
医
で
 
 

高
齢
化
で
患
者
 
 

数
が
増
加
し
た
う
 
 

え
、
患
者
へ
の
説
 
 

明
の
た
め
診
療
時
 
 

間
が
増
え
、
医
療
の
 
 

高
度
化
に
伴
っ
て
 
 

治
療
に
人
手
が
か
 
 

か
る
よ
う
に
な
っ
 
 

た
。
し
か
し
、
医
 
 

師
数
は
そ
れ
に
見
 
 

合
う
は
ど
増
え
ず
、
 
 

勤
務
医
の
激
務
に
 
 

つ
な
が
っ
て
い
る
。
 
 
 

開
業
医
が
か
か
 
 

り
つ
け
医
と
な
 
 

り
、
軽
い
病
気
は
 
 

診
療
所
で
、
入
院
 
 

を
伴
う
高
度
医
療
 
 

や
救
急
は
病
院
 
 

で
、
と
機
能
分
化
を
進
め
、
勤
務
医
の
 
 

負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
重
要
だ
。
 
 
 

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
 
 

か
か
る
と
治
療
費
の
自
己
負
担
は
通
常
 
 

3
割
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
医
師
に
紹
介
 
 

状
な
し
で
か
か
る
と
4
～
5
割
な
ど
と
 
 

高
い
た
め
、
患
者
は
ま
ず
、
か
か
り
つ
 
 

け
医
を
受
診
す
る
。
日
本
で
も
、
紹
介
 
 

状
の
な
い
初
診
患
者
に
は
、
保
険
外
の
 
 

上
乗
せ
料
金
を
取
る
病
院
が
増
え
て
い
 
 

る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
制
度
の
導
 
 

入
も
検
討
す
べ
き
だ
。
 
 
 

「
大
病
院
の
方
が
安
心
」
と
い
う
患
 
 

者
の
病
院
志
向
は
、
開
業
医
へ
の
不
信
 
 

の
裏
返
し
で
も
あ
る
。
静
岡
市
の
静
岡
 
 

医
師
会
は
、
そ
う
し
た
患
者
の
不
安
を
 
 

ふ
っ
し
ょ
く
 
 

払
拭
し
よ
う
と
、
基
幹
病
院
と
連
携
し
、
 
 

病
院
の
専
門
医
と
開
業
医
と
の
「
2
人
 
 

主
治
医
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
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患
者
は
普
段
、
開
業
医
に
通
い
、
年
 
 

に
⊥
、
2
回
の
精
密
検
査
は
病
院
で
受
 
 

け
、
病
院
の
「
連
携
安
心
カ
ー
ド
」
を
 
 

受
け
取
る
。
急
変
時
に
カ
ー
ド
を
提
示
 
 

す
れ
ば
、
救
急
車
で
検
査
デ
ー
タ
の
あ
 
 

る
病
院
に
運
ば
れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
治
療
 
 

が
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
3
0
0
 
 

0
人
以
上
に
カ
ー
ド
を
発
行
し
た
。
 
 
 

岡
慎
一
郎
・
静
岡
医
師
会
副
会
長
は
 
 

「
病
院
の
医
師
か
ら
も
、
『
安
心
し
て
開
 
 

業
医
に
紹
介
で
き
る
』
と
評
価
を
得
て
 
 

い
る
」
と
話
す
。
 
 

救
急
た
ら
い
回
し
の
解
消
に
役
立
つ
 
 

の
が
、
2
4
時
間
、
受
診
拒
否
を
し
な
い
 
 

北
米
型
の
救
急
病
院
「
E
R
」
（
救
急
 
 

治
療
室
）
だ
。
軽
症
、
重
症
に
関
係
な
 
 

く
、
す
べ
て
の
患
者
を
受
け
入
れ
て
処
 
 

置
し
、
本
格
的
な
手
術
が
必
要
な
場
合
 
 

に
は
専
門
の
診
療
科
へ
と
引
き
継
ぐ
。
 
 

米
国
、
カ
ナ
ダ
 
 

0
2
4
時
間
型
救
急
 
 
 

「
E
R
J
 
l
O
O
か
所
に
整
備
 
 

は
じ
め
世
界
的
 
 

に
も
一
般
的
な
 
 

救
急
シ
ス
テ
ム
 
 

だ
。
 
 
 

日
本
救
急
医
 
 

学
会
の
調
査
に
 
 

よ
る
と
、
E
R
 
 

は
国
内
で
も
既
 
 

に
⊥
5
0
か
所
 
 

あ
る
。
だ
が
、
 
 

常
勤
の
救
急
医
 
 

が
⊥
～
3
人
と
 
 

人
員
の
手
薄
な
 
 

病
院
が
半
数
に
 
 

の
ぼ
り
、
2
4
時
 
 

間
体
制
の
病
院
 
 

は
8
2
か
所
に
と
 
 

ど
ま
る
。
 
 
 

E
R
の
整
備
に
は
、
高
度
な
救
急
医
 
 

療
を
担
う
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
活
用
 
 

す
る
こ
と
が
現
実
的
だ
。
 
 
 

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
生
死
に
か
 
 

か
わ
る
最
重
症
患
者
を
専
門
に
治
療
す
 
 

る
病
院
。
そ
れ
以
外
の
患
者
は
現
在
、
 
 

一
般
病
院
の
救
急
外
来
で
診
る
こ
と
に
 
 

な
っ
て
い
る
が
、
「
担
当
の
医
師
が
い
 
 

な
い
」
な
ど
と
、
受
け
入
れ
拒
否
が
絶
 
 

え
な
い
。
 
 
 

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
約
2
0
0
か
 
 

所
あ
り
、
こ
こ
に
医
師
を
増
員
す
る
な
 
 

ど
し
て
、
最
重
症
者
以
外
も
診
る
E
R
 
 

と
し
て
拡
充
す
べ
き
だ
。
3
0
万
人
程
度
 
 

の
地
域
に
⊥
か
所
、
全
国
4
0
0
か
所
 
 

の
整
備
を
目
指
す
。
E
R
整
備
が
難
し
 
 

い
地
域
で
は
、
複
数
の
病
院
が
交
代
で
 
 

救
急
を
受
け
持
つ
輪
番
制
を
と
る
。
 
 
 

日
本
救
急
医
学
会
E
R
検
討
特
別
委
 
 

員
会
委
員
長
の
堀
進
悟
慶
応
大
准
教
授
 
 

は
「
米
国
に
は
医
師
の
8
％
に
あ
た
る
 
 

3
万
人
の
救
急
医
が
い
る
が
、
日
本
で
 
 

は
⊥
％
に
満
た
な
い
2
5
0
0
人
」
と
 
 

話
す
。
救
急
専
門
医
の
養
成
も
急
務
だ
。
 
 
 「

手
の
骨
は
砕
け
て
な
い
か
」
 
 
 

東
京
都
墨
田
区
の
都
立
墨
東
病
 
 

院
1
階
の
救
急
外
来
「
東
京
∈
 
 

R
国
」
。
9
月
1
8
日
午
後
9
時
過
 
 

ぎ
、
救
急
隊
か
ら
連
絡
を
受
け
た
 
 

当
直
責
任
者
、
浜
辺
祐
丁
救
命
 
 

救
急
セ
ン
タ
ー
部
長
（
5
1
）
の
口
 
 

調
は
険
し
く
な
っ
た
。
 
 
 

4
0
歳
代
半
ば
の
男
性
作
業
員
が
、
 
 

機
械
の
口
－
ラ
ー
に
左
手
を
巻
き
 
 

込
ま
れ
た
と
い
う
。
「
手
の
高
度
挫
 
 

め
つ
 
 

滅
。
救
命
救
急
セ
、
ノ
ク
ー
の
当
直
 
 

を
呼
べ
、
急
げ
」
 
 
 

手
に
ひ
ど
い
け
が
を
負
い
、
激
 
 

痛
に
も
が
き
苦
し
む
男
性
が
運
び
 
 

込
ま
れ
た
。
4
階
の
同
セ
ン
タ
ー
 
 

か
ら
駆
け
つ
け
た
ス
タ
ッ
フ
は
エ
 
 

ッ
ク
ス
線
撮
影
で
指
数
か
所
の
骨
 
 

折
を
確
認
し
、
損
傷
し
た
皮
膚
を
 
 

切
除
し
た
。
 
 
 

こ
の
夜
の
E
R
の
態
勢
は
、
常
 
 

勤
医
と
研
修
医
の
計
6
人
。
約
9
0
 
 

人
の
患
者
（
救
急
車
1
3
台
）
が
乗
た
。
 
 

バ
イ
ク
事
故
で
右
足
を
複
雑
骨
折
 
 

し
た
3
0
歳
代
の
男
性
や
、
薬
物
を
 
 

大
量
に
服
用
し
た
男
女
ら
を
、
救
 
 

命
救
急
セ
、
ノ
タ
1
や
当
直
の
診
療
 
 

ざ  

一
晩
で
患
者
9
0
人
 
 

科
医
と
連
携
し
て
処
置
し
た
。
 
 
 

墨
乗
病
院
に
E
R
が
開
設
さ
れ
 
 

た
の
は
2
0
0
1
年
。
患
者
は
増
 
 

え
続
け
、
0
7
年
度
は
4
万
8
0
0
 
 

0
人
余
と
2
年
前
よ
り
約
5
0
0
 
 

0
人
増
え
た
。
 
 
 

周
辺
の
区
に
は
、
一
般
の
救
急
 
 

病
院
が
約
3
0
か
所
あ
る
。
だ
が
、
 
 

夜
間
は
、
当
直
医
が
い
て
も
「
専
 
 

門
で
な
い
」
と
患
者
を
受
け
付
け
 
 

な
い
病
院
も
あ
り
、
全
身
麻
酔
に
 
 

よ
る
手
術
が
可
能
な
所
も
ほ
と
ん
 
 

ど
な
い
の
が
実
情
と
い
う
。
 
 
 

「
こ
の
地
域
に
、
患
者
を
選
ば
 
 

ず
受
け
入
れ
る
E
R
は
必
要
」
。
 
 

浜
辺
部
長
は
東
京
E
R
の
役
割
の
 
 

大
き
さ
を
か
み
し
め
た
。
 
 

国E。  
英語のEmergencyRoom（救急治療室）  

の略。重症度に関係なく、すべての患者  

を受け入れ、診断や応急処置などの初期  

診療のみを行う。手術などの専門的な処  

置が必要になれば、専門の診療科の医師  
に引き継ぐ。北米に原型があるが、救命  

救急センターと併設型もある。  
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指
導
医
（
右
端
）
が
立
ち
会
い
、
腹
腔
 
 

鏡
を
使
っ
た
手
術
の
ト
レ
ー
二
、
ノ
グ
を
 
 

行
う
医
師
ら
（
9
月
2
4
日
、
東
京
・
新
 
 

宿
区
の
慶
応
大
学
病
院
で
）
 
 

患
者
が
「
専
門
医
」
に
治
療
を
受
け
る
 
 

傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
甘
同
 
 

い
能
力
を
持
つ
医
師
ば
か
り
で
は
な
い
。
 
 
 

専
門
医
は
、
様
々
な
診
療
分
野
の
学
会
 
 

が
独
白
に
認
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
認
 
 

定
基
準
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、
資
格
審
査
や
 
 

筆
記
試
験
が
簡
単
な
学
会
も
あ
り
、
技
 
 

量
の
伴
わ
な
い
医
師
で
も
資
格
を
取
得
 
 

で
き
る
場
合
が
少
な
く
な
い
か
ら
だ
。
 
 

一
人
で
複
数
の
資
格
を
持
つ
医
師
も
 
 

○
技
量
の
高
い
専
門
医
を
育
成
し
よ
う
 
 

瀾
閣
謝
瀞
 
 

「
ミ
「
＝
‥
 
 

お
り
、
全
国
の
医
師
2
8
万
人
に
対
し
、
 
 

専
門
医
の
数
は
延
べ
3
0
万
人
に
の
ぼ
 
 

る
。
技
術
の
未
熟
な
心
臓
外
科
専
門
医
 
 

が
手
術
を
行
い
、
2
0
0
2
年
～
0
4
年
 
 

に
4
人
の
患
者
が
死
亡
し
た
東
京
医
大
 
 

の
事
例
は
象
徴
的
と
い
え
る
。
 
 
 

医
師
の
技
量
を
厳
し
く
評
価
す
る
専
 
 

門
医
認
定
制
度
に
改
め
る
べ
き
だ
。
各
 
 

学
会
で
つ
く
る
「
日
本
専
門
医
制
評
 
 

価
・
認
定
機
構
」
が
、
加
盟
学
会
の
専
 
 

門
医
制
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
が
、
 
 

十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
。
こ
の
機
構
 
 

を
、
経
験
豊
富
な
専
門
医
や
学
識
経
験
 
 

者
ら
を
交
え
た
公
的
機
関
と
し
て
再
編
 
 

し
、
学
会
で
は
な
く
機
構
が
専
門
医
を
 
 

認
定
し
て
は
ど
う
か
。
 
 
 

そ
の
う
え
で
、
心
臓
外
科
、
脳
外
科
、
 
 

救
命
救
急
な
ど
、
生
命
に
直
結
し
、
高
 
 

度
な
技
術
を
要
す
る
専
門
医
の
診
療
に
 
 

は
、
診
療
報
酬
に
技
術
手
当
を
加
算
す
 
 

る
。
そ
の
際
、
機
構
が
国
と
協
議
し
て
、
 
 

必
要
な
専
門
医
の
数
を
定
め
る
こ
と
が
 
 

不
可
欠
だ
。
 
 

響
三
測
 
 

ユ
］
汽
欄
†
 
 

医
師
は
、
知
事
に
届
け
出
る
だ
け
で
 
 

自
由
に
開
業
で
き
る
。
従
来
、
病
院
で
 
 

の
細
分
化
さ
れ
た
専
門
診
療
の
経
験
し
 
 

か
な
い
ま
ま
、
患
者
を
総
合
的
に
診
る
 
 

研
修
を
受
け
ず
に
開
業
す
る
例
も
多
か
 
 

っ
た
。
こ
れ
で
は
患
者
の
信
頼
は
得
に
 
 

く
い
し
、
患
者
が
病
院
に
集
中
し
、
病
 
 

院
勤
務
医
の
疲
弊
も
加
速
す
る
。
 
 
 

○
家
庭
医
の
研
修
を
開
業
の
条
件
に
 
 

年
間
4
0
0
件
を
超
え
る
心
臓
手
術
を
 
 

こ
な
す
大
和
成
和
病
院
（
神
奈
川
県
大
和
 
 

市
）
。
患
者
の
中
に
は
、
他
の
医
療
機
関
 
 

で
手
術
を
受
け
た
も
の
の
、
再
手
術
が
必
 
 

要
に
な
っ
て
同
病
院
を
訪
れ
る
例
が
年
に
 
 

十
数
件
あ
る
。
 
 

こ
う
モ
＜
 
 
 

心
筋
梗
塞
の
手
術
で
は
、
詰
ま
っ
た
冠
 
 

動
脈
の
代
わ
り
に
、
別
の
血
管
を
バ
イ
パ
 
う
か
い
 
 

ス
（
迂
回
路
）
と
し
て
つ
な
ぐ
。
と
こ
ろ
 
 

が
、
心
臓
血
管
外
科
の
専
門
医
に
よ
っ
て
 
 

行
わ
れ
た
手
術
で
も
、
技
術
が
稚
拙
で
、
 
 

バ
イ
パ
ス
が
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
 
 

即
 
題
。
鶴
 
 

専
門
医
認
定
甘
い
基
準
 
 

多
く
の
開
業
医
の
診
療
所
に
は
高
度
 
 

な
検
査
機
器
が
な
い
こ
と
も
、
患
者
の
 
 

病
院
志
向
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
 
 

し
、
詳
し
い
症
状
や
過
去
の
病
歴
を
聞
 
 

く
問
診
を
き
ち
ん
と
行
え
ば
、
病
気
の
 
 

7
～
8
割
の
診
断
は
つ
き
、
検
査
が
必
 
 

要
な
の
は
約
⊥
割
、
と
の
報
告
も
あ
る
。
 
 
 

開
業
医
の
信
頼
を
高
め
る
た
め
、
子
 
 

が
少
な
＜
な
い
の
だ
。
 
 
 

心
臓
手
術
で
高
い
技
術
を
習
得
す
る
に
 
 

は
、
多
数
の
手
術
経
験
が
必
要
だ
が
、
学
 
 

会
が
認
定
す
る
心
臓
外
科
専
門
医
の
資
格
 
 

は
、
わ
ず
か
2
0
件
の
執
刀
経
験
で
取
得
で
 
 

き
た
。
東
京
医
大
で
、
心
臓
弁
膜
症
の
手
 
 

術
を
受
け
た
患
者
4
人
が
相
次
い
で
死
亡
 
 

し
た
問
題
を
受
け
、
2
0
0
6
年
か
ら
認
 
 

定
基
準
は
5
0
件
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
 
 

実
際
の
執
刀
ぶ
り
な
ど
技
術
の
審
査
は
な
 
 

＼
 
○
 
 

し
 
 
 

東
京
慈
恵
医
大
葦
戸
病
院
で
、
前
立
腺
 
 

ふ
く
く
う
さ
▲
う
 
 

が
ん
の
腹
腔
鏡
手
術
を
受
け
た
6
0
歳
の
 
 

男
性
が
死
亡
し
た
事
故
（
0
2
年
）
も
、
経
 
 

験
の
乏
し
い
専
門
医
が
手
術
に
携
わ
っ
て
 
 

い
た
。
 
 
 

大
和
成
和
病
院
の
南
淵
明
宏
院
長
は
 
 

「
甘
い
基
準
で
専
門
医
を
認
定
し
て
、
被
 
 

害
を
受
け
る
の
は
患
者
だ
。
結
果
的
に
専
 
 

門
医
の
社
会
的
信
用
も
お
と
し
め
て
い
 
 

る
」
と
憤
る
。
 
 
 

専
門
医
資
格
の
受
験
料
と
認
定
料
は
学
 
 

会
の
資
金
源
と
な
る
た
め
、
専
門
医
は
多
 
 

い
方
が
学
会
は
潤
う
。
資
格
の
基
準
も
甘
 
 

く
な
り
か
ね
な
い
。
 
 
 

日
本
専
門
医
制
評
価
・
認
定
機
構
の
池
 
 

田
康
夫
理
事
長
は
「
従
来
の
専
門
医
制
度
 
 

は
、
患
者
中
心
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
ど
 
 

の
よ
う
な
経
験
や
訓
練
を
専
門
医
が
積
ん
 
 

だ
か
、
分
か
り
や
す
い
制
度
に
改
め
な
け
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
て
い
る
。
 
 

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
 
 

病
気
を
幅
広
く
診
療
で
き
、
必
要
な
ら
 
 

専
門
医
に
紹
介
す
る
能
力
を
持
つ
「
家
 
 

庭
医
」
（
総
合
診
療
医
）
を
育
て
る
こ
 
 

と
が
急
務
だ
。
 
 
 

現
在
、
日
本
医
師
会
が
日
本
家
庭
医
療
 
 

学
会
な
ど
3
学
会
と
協
力
し
、
こ
う
し
た
 
 

医
師
の
認
定
制
度
を
作
る
作
業
を
進
め
 
 

て
い
る
。
早
急
に
家
庭
医
の
研
修
プ
ロ
グ
 
 

ラ
ム
を
作
り
、
新
た
に
開
業
す
る
医
師
に
 
 

は
こ
の
研
修
を
義
務
づ
け
る
べ
き
だ
。
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医
療
は
様
々
な
合
併
症
や
副
作
用
の
 
 

危
険
を
伴
い
、
事
故
が
起
き
る
場
合
も
 
 

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
医
療
機
関
に
よ
る
 
 

原
因
究
明
や
患
者
へ
の
説
明
は
十
分
と
 
 

は
言
え
な
か
っ
た
。
患
者
の
医
療
不
信
 
 

は
募
り
、
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
 
 

は
裁
判
に
訴
え
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
 
 

一
方
、
医
師
の
側
は
、
訴
訟
の
恐
れ
 
 

を
伴
う
手
術
は
避
け
よ
う
と
し
、
産
科
 
 

や
外
科
で
の
医
師
不
足
に
も
つ
な
が
っ
 
 

て
い
る
。
こ
の
悪
循
環
を
断
ち
切
り
、
 
 

信
頼
を
回
復
す
る
に
は
、
事
故
を
客
観
 
 

的
に
調
査
し
、
再
発
を
防
ぐ
仕
組
み
が
 
 

不
可
欠
だ
。
 
 

一
定
の
難
度
の
手
術
に
つ
い
て
は
医
 
 

療
機
関
に
ビ
デ
オ
撮
影
を
義
務
づ
け
、
 
 

情
報
の
開
示
を
徹
底
す
る
。
事
故
が
発
 
 

生
し
た
場
合
、
医
療
機
関
は
外
部
委
員
 
 

を
交
え
て
事
故
原
因
を
調
査
・
分
析
 
 

し
、
患
者
、
当
事
者
の
医
療
従
事
者
へ
 
 

の
対
応
、
再
発
防
止
を
チ
ー
ム
で
行
う
。
 
 
 

こ
う
し
た
医
療
機
関
の
事
故
調
査
を
 
 

補
完
す
る
第
三
者
機
関
と
し
て
、
各
都
 
 

道
府
県
に
「
医
療
事
故
調
査
委
員
会
」
 
 

を
設
置
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。
 
 
 

医
療
機
関
が
十
分
な
調
査
チ
ー
ム
を
 
 

そ
ろ
え
ら
れ
な
い
場
合
や
、
患
者
か
ら
 
 

○
安
全
確
立
へ
医
療
事
故
調
を
設
置
 
 

病
気
に
な
っ
て
か
ら
の
治
療
で
は
な
 
 

く
、
病
気
に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防
医
療
 
 

は
重
要
で
あ
る
。
だ
が
、
2
0
0
8
年
 
 

春
に
始
ま
っ
た
特
定
健
診
（
い
わ
ゆ
る
 
 

「
メ
タ
ボ
健
診
」
）
は
、
「
男
性
は
9
割
、
女
 
 

性
で
8
割
以
上
の
人
が
異
常
と
判
定
さ
 
 

○
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
健
診
を
 
 
 

事
故
調
を
統
括
す
る
 
 

全
国
医
療
安
全
委
員
会
 
 

を
設
け
、
全
国
か
ら
集
 
 

ま
っ
た
情
報
を
分
析
 
 

し
、
医
療
事
故
対
策
デ
 
 

ー
タ
ベ
ー
ス
を
整
備
、
 
 

再
発
予
防
に
生
か
す
。
 
 

医
学
、
「
ス
を
繰
り
返
す
 
 

「
リ
ピ
ー
タ
ー
医
師
」
 
 

は
厚
生
労
働
省
へ
報
告
 
 

し
、
業
務
停
止
な
ど
処
 
 

分
の
対
象
と
す
る
。
 
 
 

患
者
へ
の
対
応
も
医
 
 

療
機
関
が
チ
ー
ム
で
行
 
 

不
服
申
し
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
、
事
 
 

故
調
が
調
査
や
支
援
を
行
う
。
報
告
内
 
 

容
を
評
価
し
、
過
失
が
重
大
で
悪
質
と
 
 

認
め
ら
れ
た
事
例
は
刑
事
告
発
す
る
。
 
 

医療事故対応の流れ   

■捌  

「面画面珂  

◆原因を調べる  
◆患者家族に対応する  

（都道府鼎こ設置）  

匪分析支援部吋  
◆医師、看護師、法律家   
ら事故分析を学んだ  

事故発生を達緒  

こ  
調査方法などを助言  れ

る
」
と
の
報
告
も
あ
り
、
画
一
的
な
判
 
 

定
基
準
の
見
直
し
を
迫
る
声
は
大
き
い
。
 
 
 

こ
う
し
た
健
診
や
各
種
の
が
ん
検
診
 
 

は
、
受
診
者
の
発
病
率
や
死
亡
率
な
ど
 
 

の
全
国
調
査
を
行
っ
て
有
効
性
を
評
価
 
 

し
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
方
法
で
 
 

い
、
裁
判
で
は
な
く
話
し
合
い
で
の
解
 
 

決
（
裁
判
外
紛
争
解
決
＝
A
D
R
）
を
 
 

目
指
す
。
そ
の
支
援
の
た
め
、
A
D
R
 
 

の
専
門
研
修
を
受
け
た
医
師
や
看
護
 
 

師
、
弁
護
士
ら
が
在
籍
す
る
第
三
者
機
 
 

関
を
都
道
府
県
に
整
備
す
べ
き
だ
。
 
 

必要なら調査員を派遣 三石㌻∋  

薩撃撃昼璽璽 r  
◆結果を公表する  
◆故意、重大な過失は   
警察に連絡する  

する  ◆当鞘の鵬をケア隠  
◆再発防止策を広める†不定な点を指導  

再発防止に表芸賢一事故を分析し、再発防止策を立てる ‾‾‾’■‾‾■■【‾  事故内容の  
報告  ◆リピーター医師の再教育 情報を発信  

厚生労働省（行政処分）  

進
め
る
べ
き
だ
。
 
 
 

禁
煙
は
、
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
 
 

の
最
も
効
果
的
な
予
防
策
だ
。
し
か
し
、
 
 

日
本
人
男
性
の
喫
煙
率
は
約
4
割
で
、
 
 

1
0
～
2
0
％
台
の
米
、
英
、
仏
な
ど
に
比
 
 

べ
て
高
い
。
禁
煙
対
策
の
強
化
が
求
め
 
 

北
海
道
南
西
部
、
人
口
3
7
0
0
人
 
 

す
っ
つ
 
 

の
寿
都
町
に
あ
る
町
立
診
療
所
。
「
今
 
 

こ
う
⊥
て
働
け
る
の
も
、
こ
の
診
療
所
 
 

の
お
か
げ
」
。
水
産
加
工
会
社
員
姥
名
 
 

理
江
さ
ん
（
6
1
）
は
話
す
。
 
 
 

蛇
名
さ
ん
は
2
0
0
7
年
7
月
、
深
 
 

こ
う
そ
く
 
 

夜
に
心
筋
梗
塞
を
発
症
し
、
診
療
所
に
 
 

運
ば
れ
た
。
血
管
拡
張
藁
の
点
滴
や
鞍
 
 

素
吸
入
な
ど
の
応
急
処
置
を
受
け
た
 
 

後
、
町
か
ら
7
0
㌔
離
れ
た
病
院
に
搬
送
 
 

さ
れ
た
。
 
 
 

元
気
を
回
復
し
た
の
は
、
病
院
搬
送
 
 

前
に
的
確
な
応
急
処
置
が
あ
っ
た
お
か
 
 

げ
だ
。
そ
の
処
置
を
し
た
の
が
「
家
庭
 
 

医
」
と
呼
ば
れ
る
医
師
だ
っ
た
。
 
 
 

所
長
の
中
川
貴
史
医
師
（
聖
は
 
 

「
過
疎
や
高
齢
化
が
進
む
土
地
で
は
、
 
 

い
ろ
い
ろ
な
診
療
科
の
専
門
医
を
そ
ろ
 
 

え
る
の
は
難
し
い
。
子
ど
も
か
ら
大
人
 
 

ま
で
、
様
々
な
病
気
を
診
る
家
庭
医
が
 
 

必
要
」
と
話
す
。
 
 
 

病
院
の
再
編
・
整
理
を
進
め
て
い
た
 
 

活
躍
す
る
家
庭
医
 
 

ら
れ
る
。
 
 
 

小
児
の
「
は
し
か
」
な
ど
の
ワ
ク
チ
 
 

ン
接
種
率
は
、
他
の
先
進
国
に
比
べ
低
 
 

い
。
高
齢
者
に
有
効
な
肺
炎
球
菌
ワ
ク
 
 

チ
ン
の
普
及
も
遅
れ
て
お
り
、
接
種
の
 
 

実
施
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
 
 

北
海
道
は
2
0
0
5
年
、
診
療
所
の
前
 
 

身
の
道
立
寿
都
病
院
（
6
0
床
）
を
町
に
 
 

移
管
し
、
町
は
救
急
も
入
院
も
で
き
な
 
 

い
無
床
診
療
所
に
す
る
予
定
だ
っ
た
。
 
 

家
庭
医
を
養
成
し
て
い
る
医
療
法
人
 
 

「
北
海
道
家
庭
医
療
学
セ
ン
タ
⊥
（
室
 
 

蘭
市
）
が
こ
れ
を
知
り
、
中
川
医
師
ら
 
 

3
人
を
派
遣
し
た
。
町
は
ベ
ッ
ド
を
1
9
 
 

床
残
し
、
入
院
機
能
も
維
持
し
た
。
夜
 
 

間
は
看
護
師
が
当
直
し
、
緊
急
時
は
医
 
 

師
が
交
代
で
呼
び
出
し
に
応
じ
る
。
 
 
 

町
民
の
評
価
は
高
く
、
2
0
0
7
年
 
 

度
の
年
間
患
者
数
は
約
1
万
9
5
0
0
 
 

人
と
、
病
院
時
代
の
0
4
年
度
に
比
べ
、
 
 

2
割
増
え
た
。
逆
に
、
町
民
の
医
療
費
 
 

は
0
7
年
度
8
億
4
7
7
0
万
円
と
、
約
 
 

9
0
0
0
万
円
も
減
っ
た
。
町
は
「
か
 
 

っ
て
は
札
幌
市
な
ど
町
外
で
複
数
の
病
 
 

院
を
受
診
し
、
過
剰
な
投
薬
や
検
査
も
 
 

あ
っ
た
。
家
庭
医
が
そ
の
無
駄
を
省
い
 
 

た
」
と
分
析
す
る
。
地
域
医
療
の
改
革
 
 

が
、
北
の
小
さ
な
町
で
進
ん
で
い
る
。
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